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狛
江
市
で
は
、「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
よ
る
一
連
の
財
源
不
足
に
対

処
す
る
た
め
、平
成　

年
度
か
ら「
行

１７

財
政
基
盤
確
立
の
た
め
の
緊
急
行
動

計
画
」
に
取
り
組
み
、
そ
の
後
、
平

成　

年
度
を
終
期
と
す
る
「
狛
江
市

２１

　

次
に
、
平
成　

年
度
予
算
案
の
主

２０

な
事
業
な
ら
び
に
新
年
度
に
予
定
し

て
い
る
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成　

年
度

２０

は
緊
急
行
動
計
画
に
区
切
り
を
つ
け
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
後
半
に
入
る

時
期
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
ご
理
解
、

職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
財
政
調
整
基

金
を
投
入
す
る
こ
と
な
く
予
算
編
成

が
で
き
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
や
特
定
健
診
の
ス
タ
ー
ト
な

ど
、
新
た
な
負
担
増
大
の
要
素
が
あ

り
、
引
き
続
き
財
政
基
盤
の
強
化
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
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平
成　

年
（
西
暦
２
０
０
８
年
）

２０

狛
江
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
当
た

り
、
新
年
度
に
向
け
た
施
政
方
針
と
、

平
成　

年
度
狛
江
市
一
般
会
計
予
算

２０

の
概
要
等
に
つ
き
、
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と
し
て
行
財

政
改
革
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。「
組
織
の
ス
リ
ム
化
」「
事
業
の

ス
リ
ム
化
」「
収
支
均
衡
型
財
政
へ
の

転
換
」
の
各
計
画
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
各
年
度
の
計
画
値
は
ほ
ぼ
達
成

し
、
平
成　

年
度
を
含
め
た
３
カ
年

１９

度
で
も
目
標
は
お
お
む
ね
達
成
と
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

計
画
の
現
段
階
で
の
到
達
状
況
を

申
し
上
げ
ま
す
と
、
平
成　

年
４
月

２２

１
日
時
点
で
の
４
６
７
人
体
制
に
向

け
た
職
員
定
数
の
削
減
で
は
、
平
成

　

年
４
月
１
日
時
点
の
目
標
４
９
７

２０人
に
対
し
４
９
３
人
の
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
、

平
成　

年
度
末
に
お
お
む
ね　

％
と

２１

９５

の
目
標
に
対
し
、
平
成　

年
度
決
算

１８

は　

・
２
％
で
あ
り
、
平
成　

年
度

９６

１９

修
正
版
の
見
込
み
数
値　

・
２
％
を

９７

１
％
下
回
っ
て
い
ま
す
。
事
業
債
の

発
行
額
抑
制
で
は
、
計
画
ど
お
り
毎

年
度　

億
円
以
下
に
抑
え
、
起
債
残

１０

高
を
ピ
ー
ク
時
の
２
５
４
億
円
よ
り

　

億
円
減
少
さ
せ
て
い
ま
す
。
人
件

２５

費
比
率
も
、
平
成　

年
度
決
算
で
は

１８

　

％
と
目
標
を
す
で
に
ク
リ
ア
し
て

３０お
り
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
議
会
の

ご
理
解
と
市
民
の
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
平
成　

年
度
予

２０

算
案
を
編
成
し
ま
し
た
が
、
昨
今
の

原
油
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
は
、
日

本
経
済
や
地
方
財
政
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
と
予
測
さ
れ
る
う
え
、
歳

出
に
お
い
て
税
源
移
譲
に
よ
る
市
民

税
還
付
金
が
増
大
し
た
だ
け
で
な
く
、

退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
負
担
率
や

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
が
増
と
な
る
な
ど
、
依

然
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
年
度
創
設
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
、
国
保
加
入
者
に
と
っ

て
従
来
の
医
療
分
と
介
護
分
に
加
え

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
も
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
後
期
高

齢
者
に
も
多
大
な
負
担
増
が
強
い
ら

れ
ま
す
。
東
京
都
市
長
会
で
は
低
所

得
者
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
に
努
力
し
、

一
定
の
成
果
を
得
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
な
提
供
な
ど
の

視
点
か
ら
、
国
に
対
し
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
な
ど
を
含
め
医
療
・
保
険

制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
新
年
度
予
算
案
の
概

要
に
つ
い
て
、
数
字
は
概
算
と
な
り

ま
す
が
、
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、２
１
４
億
８
�

４
０
０
万
円
、対
前
年
度
比
３
億
２
�

３
０
０
万
円
で
１
・
５
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
会
計
を
含
め
た
予

算
総
額
は
３
７
３
億
７
�
５
０
０
万

円
、
６
・
０
％
の
減
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
、

地
方
譲
与
税
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様

の
額
で
す
が
、
社
会
情
勢
を
反
映
し
、

利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
は

増
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
は
減
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は　

億
９
�
０
０
０
万

１０

円
、　

・
６
％
の
増
を
見
込
ん
で
お

２４

り
、
国
庫
支
出
金
１
億
７
�
０
０
０

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、議
会
費
の　
・
１３

５
％
減
は
議
員
報
酬
の
削
減
が
要
因

で
、
総
務
費
２
・
６
％
の
増
は
主
に

退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
負
担
率
変

更
に
伴
う
も
の
で
す
。
民
生
費
３
・

３
％
の
増
は
、
医
療
制
度
改
革
に
伴

う
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
医
療
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
に

対
す
る
繰
出
金
の
差
し
引
き
に
よ
る

７
�
０
０
０
万
円
の
増
が
主
な
も
の

で
す
。
衛
生
費
は
２
・
５
％
の
減
で

す
が
、
基
本
健
康
診
査
の
特
定
健
診

へ
の
移
行
な
ど
が
要
因
で
す
。
労
働

費
は
３
・
８
％
の
増
、
農
業
費
は
７
・

４
％
の
減
、
商
工
費
は
、
こ
ま
え
元

気
わ
く
わ
く
事
業
な
ど
に
よ
り
６
・

０
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
土

木
費
８
・
４
％
の
増
は
、
市
道　

号
３４

線
整
備
事
業
２
億
７
�
０
０
０
万
円

が
主
な
増
で
す
。
消
防
費
は
３
・
６

％
の
減
、
教
育
費
は
小
学
校
体
育
館

耐
震
補
強
工
事
、
中
学
校
給
食
の
開

始
な
ど
に
よ
り
４
・
０
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
公
債
費
は
、
新

年
度
が
返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見

込
み
で
し
た
が
、
平
成　

年
度
に
繰

１９

上
償
還
を
行
っ
た
た
め
前
年
度
比

４
・
８
％
の
減
で
、
起
債
残
高
も
ピ

ー
ク
時
よ
り　

億
円
減
少
す
る
に
至

３５

っ
て
お
り
ま
す
。

万
円
の
増
額
は
主
に
市
道　

号
線
整

３４

備
に
よ
る
も
の
で
す
。
基
金
等
か
ら

の
繰
入
金
は
９
�
０
０
０
万
円
、　

・
４８

８
％
の
減
額
と
い
た
し
ま
し
た
。
市

債
６
�
０
０
０
万
円
の
増
額
は
、
主

に
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債
の
発
行

２
面
へ
続
く

平
成
平
成　

年
度
予
算
案
の
主
な
事
業
、

年
度
予
算
案
の
主
な
事
業
、

2020

新
年
度
に
取
り
組
む
主
な
施
策
等

新
年
度
に
取
り
組
む
主
な
施
策
等

平
成
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
案

年
度
一
般
会
計
予
算
案

2020

等
の
概
要

等
の
概
要

地
方
財
政

地
方
財
政
を
め
ぐ
る

を
め
ぐ
る
動動
き
と
き
と
狛
江
狛
江

市市
のの
行
財
政
改
革

行
財
政
改
革
のの
取取
りり
組組
みみ

矢野ゆたか市長　所信表明

財財
政政
基基
盤盤
・・
市市
民民
協協
働働
のの
ささ
らら

なな
るる
強強
化化
をを
目目
指指
しし
、、ここ
れれ
かか

らら
のの
発発
展展
方方
向向
をを
明明
らら
かか
にに

財
政
基
盤
・
市
民
協
働
の
さ
ら

財
政
基
盤
・
市
民
協
働
の
さ
ら

な
る
強
化
を
目
指
し
、こ
れ
か

な
る
強
化
を
目
指
し
、こ
れ
か

ら
の
発
展
方
向
を
明
ら
か
に

ら
の
発
展
方
向
を
明
ら
か
に
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う
え
で
創
意
工
夫
、
市
民
と
の
協
働

を
強
め
る
と
と
も
に
、
実
施
計
画
を

ロ
ー
リ
ン
グ
し
つ
つ
、
新
し
い
政
策

の
展
開
、
既
存
事
業
の
拡
充
に
努
め
、

狛
江
の
発
展
方
向
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
に
留
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
き
、
狛
江
の

街
へ
の
関
わ
り
方
に
沿
っ
て
５
つ
の

柱
を
軸
に
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
ず
第
１
に
、「
街
で
暮
ら
そ
う
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い

う
市
民
の
願
い
に
応
え
る
た
め
に
、

生
活
困
難
な
方
々
へ
の
支
援
、
地
域

と
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
し
て
災
害
や
犯

罪
へ
の
備
え
な
ど
に
留
意
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
定
率
減
税
の
廃
止
、
医

療
負
担
の
増
大
な
ど
、
社
会
的
弱
者

へ
の
経
済
的
し
わ
よ
せ
が
進
む
中
、

人
間
ら
し
い
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
保

障
し
よ
う
と
、
障
が
い
者
へ
の
配
慮

な
ど
各
種
減
免
制
度
を
整
え
て
き
ま

し
た
が
、
従
来
の
基
本
健
康
診
査
に

代
わ
っ
て
特
定
健
康
診
査
が
始
ま
る

に
当
た
り
、
市
で
は
選
択
項
目
の
取

り
込
み
に
努
め
る
と
と
も
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査
で
は

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
決
め
た
自
己
負
担
額
５
０
０
円
を

無
料
と
す
る
考
え
で
す
。
さ
ら
に
市

民
税
減
免
基
準
を
改
正
し
、
新
年
度

課
税
分
か
ら
適
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
独
居
高
齢
者
の
孤
独
死
を

な
く
す
た
め
、
電
力
中
央
研
究
所
が

研
究
中
の
「
独
居
高
齢
者
見
守
り
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
一
日
も
早
い

実
用
化
を
要
請
し
、
必
要
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
協
議
・
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者
虐
待

防
止
の
た
め
の
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
を
始
め
、
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
を
新
た
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
支
援
の
必
要
な
市
民
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
支
援
体
制

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
中
国
残
留

邦
人
の
方
が
た
が
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
国
制
度
に

よ
る
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
関
係
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
ま
と
め
た
障
が
い

福
祉
計
画
を
基
に
、
障
が
い
者
の
相

談
・
就
労
支
援
の
た
め
の
人
員
配
置

を
２
人
か
ら
４
人
と
し
ま
す
。
特
別

支
援
教
育
へ
の
対
応
と
し
て
私
立
幼

稚
園
巡
回
相
談
員
を
新
た
に
配
置
す

る
ほ
か
、
ワ
ー
ク
イ
ン
野
川
の
施
設

安
全
対
策
へ
の
財
政
支
援
、
点
字
プ

リ
ン
タ
ー
な
ど
の
提
供
に
よ
る
視
覚

障
が
い
者
へ
の
情
報
支
援
強
化
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
こ
ま
え
に
ガ
ソ
リ
ン

代
高
騰
に
対
す
る
運
営
支
援
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
配
慮
に
も
心
掛
け
ま

し
た
。

　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

が
全
市
内
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
未
実
施
地
区
解
消
活

動
員
を
配
置
し
、
ま
た
防
犯
診
断
地

区
普
及
員
を
新
規
配
置
す
る
と
と
も

に
、
学
校
の
安
全
巡
回
員
の
配
置
時

間
数
を
増
や
し
ま
す
。
木
造
老
朽
住

宅
が
対
象
だ
っ
た
耐
震
診
断
助
成
を
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
非
木
造
住
宅
に
も

広
げ
、
公
共
施
設
等
に
お
い
て
も
、

耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
年

次
的
に
耐
震
化
を
図
る
こ
と
と
し
、

加
え
て
街
頭
消
火
器
の
更
新
・
増
設
、

児
童
遊
園
等
の
老
朽
化
し
た
遊
具
の

撤
去
お
よ
び
新
設
に
向
け
て
予
算
を

増
額
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
防
火
設
備
整
備
に
対
し
、

助
成
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
時
市
民
の
避
難
所
と
な
る
学

校
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

１９

で
全
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
を
終
え

ま
し
た
が
、
新
年
度
は
第
三
小
学
校

の
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
設
計
、
第

五
小
学
校
の
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
、

和
泉
小
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事

設
計
お
よ
び
体
育
館
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
備
蓄
倉
庫

に
つ
い
て
は
１
基
増
設
す
る
と
と
も

に
、
仮
設
ト
イ
レ
等
備
蓄
品
の
充
実

も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
小
・
中
学
校
全

校
配
備
を
行
う
ほ
か
、
狛
江
市
消
防

団
の
災
害
指
令
シ
ス
テ
ム
改
修
、
消

防
機
器
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
市
薬
剤
師
会
の
使
用
済
注
射
針

回
収
事
業
に
対
す
る
都
補
助
打
ち
切

り
に
伴
い
、
市
が
財
政
補
て
ん
を
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
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次
に
「
街
に
出
よ
う
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
高
齢
社
会
の
進
展
、
団
塊
の

世
代
の
退
職
開
始
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
高
齢
世
代
の
存
在
は
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
力

を
生
か
す
こ
と
は
活
気
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
た

が
、
街
に
出
や
す
い
環
境
整
備
を
通

じ
て
、
市
民
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
市
民
が
街
に
出
て
、

地
域
に
お
け
る
交
流
・
活
動
を
活
発

に
展
開
す
る
こ
と
を
支
援
し
、
街
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
西
河
原
公
園
で
実
施
し

て
い
る
「
う
ん
ど
う
教
室
」
事
業
を

拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
新
し
く
市
内

公
園
に
運
動
遊
具
を
設
置
い
た
し
ま

す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
交
通

に
ハ
ン
デ
を
持
つ
方
々
に
配
慮
し
つ

つ
だ
れ
も
が
市
内
を
気
軽
に
移
動
で

き
る
よ
う
、
従
来
の
福
祉
バ
ス
を　
１１

月
を
目
途
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ

転
換
し
ま
す
。
一
定
の
幅
員
が
あ
る

歩
道
を
中
心
に
、
一
時
休
憩
の
た
め

の
設
備
を
企
業
等
の
寄
付
も
活
用
し

な
が
ら
順
次
配
置
し
ま
す
。
ま
た
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
野
川
地
域
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
と
し
、
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

の
女
子
ト
イ
レ
を
改
修
す
る
な
ど
、

市
内
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
利
便

性
向
上
に
努
め
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
社
会
参
加
を
促
し
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
で
は
、
一
中
通
り
の

岩
戸
北
七
差
路
部
分
を
改
良
す
る
た

め
用
地
測
量
に
入
る
と
と
も
に
、
根

川
通
り
、
慈
恵
病
院
東
側
通
り
、
緑

野
小
前
通
り
な
ど
市
道
の
新
設
改
良
、

維
持
管
理
な
ら
び
に
交
通
安
全
設
備

の
設
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
プ
ー
ル
改
修
の
５
月
竣
工
を

目
指
す
と
と
も
に
、
平
成　

年
の
多

２５

摩
国
体
に
備
え
る
た
め
に
、
市
民
総

合
体
育
館
の
計
画
的
な
大
規
模
改
修

に
も
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
狛
江
で
初
め
て
の
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

に
向
け
準
備
委
員
会
を
設
置
い
た
し

ま
す
。
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市
民
文
化
や
地
域
産
業
の
振
興
、

将
来
の
狛
江
を
創
る
次
世
代
の
育
成

を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
と
し
て
愛
着

が
持
て
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
街
を
創

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
新

年
度
も
、
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
、

市
民
公
益
活
動
団
体
補
助
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
参
加
と
協
働
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　
「
音
楽
の
街
�
狛
江
」構
想
推
進
委

員
会
を
軸
に
、
モ
デ
ル
的
な
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
も

継
続
す
る
と
と
も
に
、
狛
江
駅
北
口

周
辺
に
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
を
検
討
す

る
な
ど
、
身
近
な
発
表
の
場
づ
く
り

も
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
た
ち
の
音
楽
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
昨
年
に
続
き
中
学
校
の
楽

器
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
小
学
校

に
も
配
慮
い
た
し
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
２
つ
の
市
長
会
ブ
ロ
ッ
ク

事
業
が
年
内
に
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
機
会

を
生
か
し
な
が
ら
、「
音
楽
の
街
�
狛

江
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て
い

く
考
え
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
設
置
し
た
「
絵
手

１９

紙
発
祥
の
地
�
狛
江
」
実
行
委
員
会

を
中
心
に
、
絵
手
紙
発
祥
の
地
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
川

口
町
、
住
民
交
流
都
市
小
菅
村
と
の

交
流
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
「
こ
ま
え
平
和
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
８
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
都
市
長
会
等
の
助
成

事
業
と
し
て
２
年
間
取
り
組
ん
で
き

た
、
自
然
や
農
業
、
科
学
な
ど
の
体

験
、
音
楽
や
多
摩
川
と
の
ふ
れ
あ
い
、

親
子
読
書
の
推
進
な
ど
、
各
種
子
ど

も
感
動
体
験
事
業
を
続
け
る
と
と
も

に
、
青
少
年
育
成
委
員
会
に
よ
る
親

子
多
摩
川
自
然
探
検
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
平
成　

年
度
市
民
協
働

１９

事
業
と
し
て
選
定
さ
れ
た
「
地
域
ね

こ
の
活
動
」
に
関
し
て
は
、「
い
の
ち

に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
」
事
業
と
し

て
実
施
し
、「
狛
江
の
ま
ち
�
魅
力
百

選
」
事
業
も
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
力
を
生
か
し
発
展

さ
せ
る
た
め
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
設
立
の
検
討
を
引
き
続
き
進
め
、

市
民
活
動
の
拠
点
づ
く
り
、
情
報
の

収
集
と
発
信
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

推
進
し
ま
す
。

　

将
来
の
狛
江
を
創
る
次
世
代
の
育

成
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。
妊
婦
健
診

は
現
行
２
回
を
５
回
に
、
１
歳
６
カ

月
健
診
後
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
回

数
を
年　

回
か
ら　

回
に
そ
れ
ぞ
れ

２０

２４

増
や
し
、
新
生
児
が
い
る
家
庭
を
訪

問
指
導
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
」
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

麻
疹
・
風
疹
の
予
防
接
種
対
象
に
中

学
校
１
年
生
と
高
校
３
年
生
を
加
え

て
ま
い
り
ま
す
。
保
育
施
策
で
は
、

待
機
児
解
消
に
向
け
保
育
園
で
の
受

入
定
数
の
弾
力
化
や
認
証
保
育
所
増

設
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
保
育
園

の
施
設
改
修
や
備
品
の
改
善
、
私
立

狛
江
保
育
園
で
の
一
時
保
育
実
施
へ

の
支
援
な
ど
、
保
育
水
準
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
国
の
制
度
改
正
を
受

け
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
第
２
子

以
降
の
優
遇
措
置
を
拡
大
い
た
し
ま

す
。
放
課
後
対
策
で
は
、
従
来
の
フ

リ
ー
プ
レ
イ
お
よ
び
遊
び
場
開
放
事

業
を
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
に
切
り
換
え
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
運
営
委
員
会
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
ま
す
。
フ
リ
ー
プ
レ
イ
未
実

施
の
第
三
小
学
校
に
お
い
て
も
新
年

度
中
に
開
設
準
備
を
進
め
、
平
成　
２１

年
度
中
に
全
校
実
施
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
の
小

学
生
ク
ラ
ブ
定
員
拡
大
を
図
る
た
め
、

施
設
を
増
築
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
子
ど
も
議
会
で
の
要
望
を

受
け
、
ス
ク
ー
ル
セ
ッ
ト
の
補
充
予

算
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
第
二
中

学
校
体
育
館
新
築
の
基
本
設
計
、
第

六
小
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト
な
ら
び
に

放
送
設
備
改
修
、
緑
野
小
学
校
の
陶

芸
が
ま
設
置
、
第
二
中
学
校
特
別
活

動
室
へ
の
空
調
機
設
置
、
第
四
中
学

校
音
楽
室
の
い
す
更
新
な
ど
教
育
条

件
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
不
登
校
対
策

と
し
て
学
校
派
遣
心
理
相
談
員
の
派

遣
回
数
増
、
小
学
校
で
の
教
科
担
任

制
の
充
実
な
ら
び
に
少
人
数
授
業
の

た
め
の
講
師
派
遣
回
数
、
国
際
理
解

教
育
推
進
の
日
数
も
増
や
し
て
ま
い

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

り
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
た

め
、
９
月
下
旬
を
目
途
に
ボ
ッ
ク
ス

ラ
ン
チ
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食
を

始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
順
次
ス
ク
ー

ル
ラ
ン
チ
方
式
に
切
り
換
え
る
予
定

で
す
が
、
ま
ず
初
め
に
、
第
二
中
学

校
の
新
体
育
館
基
本
設
計
の
際
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
の
併
設
等
を
検
討
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
動

さ
せ
な
が
ら
産
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

「
こ
ま
え
元
気
わ
く
わ
く
事
業
」
を

立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
商
店
街
振

興
プ
ラ
ン
を
改
定
し
ま
す
。
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
狛
江
農
業
の
魅
力
を

広
げ
る
た
め
、
農
業
振
興
計
画
を
着

実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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狛
江
市
は
多
摩
川
や
野
川
の
自
然

に
恵
ま
れ
、
都
心
と
比
べ
れ
ば
緑
豊

か
な
地
域
で
す
。
一
度
喪
失
す
る
と

そ
の
回
復
が
困
難
な
自
然
や
文
化
遺

産
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
熱
意
や

知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、「
街
を
残
そ
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公
共
下
水
道
の
建
設

　

昭
和　

年
代
後
半
か
ら
狛
江
町
の

３０

人
口
は
急
増
し
た
。
そ
の
た
め
田
畑

は
減
少
し
、
少
し
の
雨
で
も
川
は
増

水
し
て
河
川
の
氾
濫
が
多
く
な
る
と

と
も
に
、
水
質
は
悪
化
し
た
。
そ
の

う
え 
屎 
尿
の
量
も
多
く
な
り
そ
の
処

し

理
に
困
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

町
で
は
、
町
内
に
下
水
処
理
施
設

を
作
る
べ
く
努
力
を
し
た
が
、
町
内

平
坦
、
ど
こ
に
も
住
宅
が
で
き
て
、

広
い
土
地
を
得
る
こ
と
さ
え
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
再
三
東
京
都
へ
の

陳
情
を
繰
り
返
し
た
。

　

東
京
都
で
は
、
昭
和　

年
に
三
多

４３

摩
流
域
下
水
道
計
画
を
策
定
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
町
で
は
下
水
の
敷
設

を
最
重
点
課
題
と
し
て
昭
和　

年
か

４４

ら
設
計
・
工
事
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

流
域
下
水
道
計
画
と
い
う
の
は
、

多
摩
地
区
全
域
を
八
つ
の
地
域
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
東
京
都
が

処
理
場
一
ヶ
所
と
、
そ
こ
に
つ
な
が

る
幹
線
排
水
路
を
作
る
。
市
町
村
で

は
幹
線
に
つ
な
ぐ
支
線
排
水
路
を
町

内
一
円
に
張
り
巡
ら
せ
て
、
各
家
庭

の
台
所
、
風
呂
場
、
便
所
な
ど
の
汚

水
を
処
理
す
る
方
式
で
あ
る
。

　

幸
い
狛
江
町
は
野
川
排
水
区
に
属

し
、
世
田
谷
区
境
で
既
設
の
排
水
管

に
繋
ぎ
、
既
設
の
処
理
場
に
導
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
六
郷
用
水
跡
と
、

野
川
跡
に
幹
線
を
埋
め
、
そ
の
他
市

道
の
下
に
支
線
を
入
れ
る
こ
と
に
し

た
。
し
か
し
、
舗
装
し
た
道
路
を
堀

り
下
水
管
を
埋
め
る
工
事
に
は
多
額

の
費
用
と
労
力
が
必
要
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
町
で
は
受
益
者
負
担
制
度

を
取
り
入
れ
た
。
公
共
用
地
を
除
き
、

田
畑
山
林
を
含
め
た
す
べ
て
の
土
地

に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
８
０

円
の
賦
課
金
を
か
け
、
そ
れ
を
土
地

所
有
者
が
年
４
回
、
４
年
間
継
続
、

計　

回
の
分
割
で
納
入
す
る
の
で
あ

１６
る
。
当
面
排
水
の
必
要
が
な
い
田
畑

に
つ
い
て
も
、
農
家
の
協
力
が
得
ら

れ
、
私
道
を
利
用
す
る
人
た
ち
に
も
、

大
勢
の
人
が
通
る
私
道
に
は
町
費
で

支
線
を
入
れ
る
約
束
で
、
み
な
協
力

し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
裏
に
は
、
下
水
道
の
完
備
に

よ
り
水
洗
便
所
を
は
じ
め
、
文
化
的
、

衛
生
的
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
、
し

ば
し
ば
起
こ
る
水
害
が
な
く
な
る
こ

と
へ
の
町
民
の
願
望
と
、
町
当
局
の

懸
命
な
Ｐ
Ｒ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

排
水
方
式
に
つ
い
て
は
分
流
式
が

原
則
だ
っ
た
が
、
雨
水
を
流
し
込
め

る
河
川
が
な
い
東
部
地
区
と
西
部
地

区
は
合
流
式
と
し
、
南
部
地
区
は
分

流
式
に
し
て
雨
水
だ
け
は
多
摩
川
に

放
流
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

昭
和　

年
、
岩
戸
地
区
の
完
成
を

４７

皮
切
り
に
、
覚
東
、
小
足
立
と
続
き
、

　

年
に
全
市
内
の
下
水
道
が
完
成
し

５９た
。
こ
の
と
き
多
摩　

市
の
中
で
下

２６

水
道
１
０
０
％
だ
っ
た
の
は
武
蔵
野

市
だ
け
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
供
用
開
始
の
あ
と
、
舗
装

し
て
い
な
い
私
道
で
は
下
水
管
に
ゴ

ミ
、
小
石
が
入
る
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
私
道
の
舗
装
に
取
り
組
ん
だ
。

下
水
管
を
埋
設
し
た
旧
野
川
や
旧
岩

戸
川
、
旧
清
水
川
で
は
、
や
が
て
雑

草
が
繁
茂
す
る
だ
ろ
う
と
緑
地
公
園

に
し
た
。
今
で
は
樹
木
も
成
長
し
、

見
事
な
樹
木
園
に
な
っ
て
い
る
し
、

園
路
で
は
日
々
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩

を
す
る
人
が
絶
え
ず
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１７０　－

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
識
的
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
「
む
い
か
ら
古
民
家
園
」
は
、
伝
統

行
事
の
再
現
、
文
化
行
事
、
季
節
行

事
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
毎
年
約
２
万
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
、
解
体
保
存
し
て
い
る
旧
高
木

家
長
屋
門
を
、
新
年
度
か
ら
２
カ
年

に
わ
た
っ
て
復
元
し
ま
す
。
ま
た
旧

玉
翠
園
際
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
設

け
、「
昔
の
狛
江
」
の
写
真
等
の
収
集
、

保
存
、
活
用
等
の
取
り
組
み
を
検
討

し
ま
す
。
緊
急
行
動
計
画
に
よ
っ
て

中
断
し
て
い
る「
多
摩
川
花
火
大
会
」

を
平
成　

年
度
に
再
開
す
る
た
め
、

２１

市
民
参
加
の
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
狛
江
ら
し
い
花
火
大
会
を
目
指

し
て
、
準
備
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、
東
野
川

三
丁
目
樹
林
地
の
購
入
や
第
五
小
学

校
の
校
庭
の
一
部
芝
生
化
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
環
境
問
題
へ
の
関
心

を
高
め
る
よ
う
、
小
学
生
に
よ
る
子

ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債
、

通
称
「
緑
と
歴
史
の
公
募
債
」
を
５
�

０
０
０
万
円
発
行
す
る
こ
と
と
し
、

樹
林
地
の
購
入
と
長
屋
門
復
元
に
充

て
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

�
街
を
支
え
よ
う
〜
市
民
の

た
め
に
が
ん
ば
る
市
役
所

づ
く
り
と
市
政
運
営
を
〜

　

５
つ
目
に
、
多
様
な
市
民
要
望
に

応
え
る
た
め
に
も
、
財
政
基
盤
を
安

定
化
さ
せ
、
市
役
所
組
織
を
活
性
化

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
街
を

支
え
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市

民
の
た
め
に
が
ん
ば
る
市
役
所
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
正
規
職
員
４
６
７

人
体
制
に
向
け
た
新
た
な
組
織
が
４

　

以
上
、
新
年
度
予
算
案
と
新
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
主
な
点
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、「
三
位
一
体
の
改

革
」
は
、
地
方
分
権
の
名
を
借
り
た

国
の
財
政
負
担
軽
減
策
に
過
ぎ
な
か

っ
た
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
民
へ
の
説
明
と
対
話
の
積
み

重
ね
、
庁
内
の
意
思
統
一
、
事
業
の

全
面
的
な
洗
い
直
し
な
ど
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
３
年
間
は
、
ま

さ
に
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
変

え
て
い
く
過
程
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
音
楽
の
街
�
狛
江
」「
狛
江
の
ま
ち

�
魅
力
百
選
」「
子
ど
も
感
動
体
験
事

業
」
を
は
じ
め
、
安
全
や
健
康
、
農

業
や
商
業
、
平
和
な
ど
多
く
の
分
野

で
市
民
と
行
政
と
の
協
働
が
強
め
ら

れ
、
困
難
な
財
政
状
況
下
で
も
着
実

に
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。
理
念
と
し
て
の

「
参
加
と
協
働
」
が
、
具
体
的
な
事

業
の
中
に
根
づ
い
て
き
た
と
言
え
ま

す
。
市
民
協
働
課
は
、
こ
れ
ま
で

「
参
加
と
協
働
」
を
け
ん
引
す
る
た

め
に
、
調
整
機
能
だ
け
で
な
く
モ
デ

ル
的
な
事
業
も
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
新
年
度
か

ら
協
働
調
整
と
い
う
本
来
の
役
割
に

特
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
協
働
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
部
署
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
通
じ
て
市
民
協
働
を
前
進
さ

せ
る
責
務
を
負
う
こ
と
と
な
り
、
新

た
な
発
展
段
階
に
入
っ
た
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
狛
江
の
「
参
加
と
協

働
」
は
ま
だ
成
長
過
程
に
あ
り
、
改

善
す
べ
き
課
題
も
日
々
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
行
政
だ
け
が
「
答

え
」
を
見
い
だ
す
の
で
は
な
く
、
市

民
と
の
間
で
試
行
錯
誤
し
解
決
す
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

間
の
成
果
を
通
じ
、
狛
江
の
市
民
と

職
員
は
そ
こ
に
挑
戦
す
る
意
欲
と
力

を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

こ
に
確
信
を
持
ち
、
狛
江
の
発
展
と

住
民
自
治
へ
の
接
近
を
さ
ら
に
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
効
率
的
で
機
能
的
、

か
つ
市
民
要
望
に
対
応
で
き
る
体

制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
組
織
に
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
視
点
で
分
か
り
や

す
い
組
織
編
成
・
名
称
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
組
織
全
体
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
４
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企
画
立
案
、政
策
実
現
機
能
の
強
化

　

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
迅
速

か
つ
戦
略
的
な
政
策
実
現
を
図
る

た
め
、
企
画
立
案
、
広
報
広
聴
、

市
民
協
働
等
、
企
画
立
案
か
ら
政

策
実
現
の
た
め
の
機
能
を
一
元
化

し
た
「
政
策
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

安
心
・
安
全
施
策
を
総
括
す
る
部

署
と
し
て「
安
心
安
全
課
」を
設
置

し
、
安
心
・
安
全
施
策
を
一
体
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

公
共
施
設
の
効
率
的
な
保
全
・
管
理

　

従
来
は
各
所
管
に
分
散
し
て
い

た
公
共
建
築
物
の
保
全
業
務
を
一

元
的
に
行
う
た
め
「
管
財
課
」
を

設
置
し
、
計
画
的
な
保
全
業
務
集

中
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
の
推
進

　

地
域
お
こ
し
・
地
域
振
興
と
産

業
振
興
の
連
携
を
図
り
、
地
域
の

よ
り
一
層
の
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
「
地
域
活
性
課
」
を
設
置
し
、

市
民
活
動
、
産
業
振
興
、
生
涯
学

習
、
文
化
振
興
を
一
体
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

医
療
と
健
康
施
策
の
統
合

　

医
療
制
度
改
革
へ
の
対
応
を
強

化
す
る
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険

業
務
と
後
期
高
齢
者
医
療
業
務
な

ら
び
に
市
民
の
健
康
施
策
を
統
合

し
、
医
療
保
健
へ
の
対
応
を
図
る

た
め
に
、「
健
康
支
援
課
」
を
設
置

し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

住
宅
施
策
、
交
通
施
策
等
の
関

係
業
務
を
統
合
し
、
ま
ち
づ
く
り
、

都
市
基
盤
整
備
の
一
体
化
を
図
り
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、「
都
市
整
備

課
」
を
設
置
し
ま
す
。

児
童
青
少
年
部
の
創
設

　

少
子
化
対
策
に
関
す
る
政
策
機

能
を
強
化
し
、
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
て
、
子
育
て
・
青
少
年
健

全
育
成
施
策
に
特
化
さ
せ
る
た
め

「
児
童
青
少
年
部
」を
創
設
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

今
後
目
指
す
べ
き
方
向

今
後
目
指
す
べ
き
方
向

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������

�
�
�
�
�
�

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
																													






























�����������������������������
�����������������������������































�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������

�
�
�
�
�
�

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
																													






























�����������������������������
�����������������������������































�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

月
１
日
か
ら
動
き
出
し
ま
す
が
、
円

滑
な
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、
新
組

織
を
意
欲
と
創
意
工
夫
を
も
っ
て
生

か
し
、
親
切
・
迅
速
・
的
確
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
新
た
な
基
本
構

２０

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
入
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
審
議
会
を
設
置
し
、
市

民
意
識
調
査
の
実
施
な
ど
市
民
動
向

を
把
握
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
狛

江
の
都
市
像
等
を
示
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ

ン
」
を
公
定
化
す
る
も
の
と
し
て
、

公
共
施
設
再
編
方
針
を
市
民
参
加
の

手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
す
る

た
め
の
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
引

き
続
き
進
め
、
市
民
総
合
体
育
館
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
エ
コ
ル
マ
ホ

ー
ル
を
対
象
に
、
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
を
設
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
平
成　

年
度
か
ら
の
円
滑
な
移

２１

行
を
目
指
し
ま
す
。

　

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
制

度
改
正
、
市
の
組
織
改
正
等
に
対
応

す
る
た
め
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
狛
江
駅
北
口

総
合
案
内
板
の
更
新
も
行
い
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

主
な
改
正
内
容
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当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案がががががががががががががががががががががまままままままままままままままままままままとととととととととととととととととととととまままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた当初予算案がまとまりました平成 ２０ 年度

（１）アクションプラン・実施計画に沿った事業の具体化を着実に図る

　アクションプランの継続を基本とし、新年度においても実施計画に盛ら
れた事業を中心に、次の４点に留意しつつ、創意工夫や連携を強めながら
政策の展開に努める。
■誰もが安心して地域の中で暮らしていけるまちづくり
　構造改革の進行、社会保障制度の大きな転換等を通じて、市民生活が脅
かされている。健康で文化的な生活を維持するために、市として可能な努
力を重ねるものとする。
■子どもたちの健やかな成長を促進する
　子どもたちにとって楽しく地域に根差した学校を築くため、引き続き特
色ある学校づくりを推進する。
　また、子どもたちの健全育成や子育て環境の整備を図り、次代を担う世
代のための施策充実に努める。
■安全で便利なまちづくりを進める
　災害や犯罪に強いまちづくりを市民とともに推進する。
　また、高齢者や障がい者、市民の社会参加を促すために、交通・道路・
住環境および施設の整備促進を図る。
■魅力あるまちづくりを推進する
　歴史や自然、文化を市民協働で守り発展させ、市民が誇りと愛着の持て
る狛江を創る。
　また「音楽の街」、「絵手紙発祥の地」、産業振興など、狛江らしさづくり
を推進する。

（２）職員定数削減のもと英知を結集し、市民要望に応えられる効率的な市
政運営を図る

　平成２２年度から、職員定数４６７人の体制となる。量的には、昭和４０年代半
ばの規模であるが、業務量は当時と比べて増大しており、また地方分権や
市民意識の多様化など質的な変化も大きい。こうした中、新体制が市民の
期待に応えていくには、職員の意識改革、能力の向上および連携の強化は
不可欠であり、そのために必要な研修や組織の再構築を行うものとする。

（３）参加と協働、公開と提供、そして市民との連携を強め、住民自治の拡
大を図る

　情報公開条例、市民参加と市民協働の推進に関する基本条例およびまち
づくり条例など、これら参加や公開に関する基本的な条例は、市政の民主
的な発展に大きく貢献してきた。しかし、住民自治や市民参加の意識は多
様化しており、情報の共有の前進、提案制度の定着および協働の推進など、
さらに質的向上を目指していく。

（４）市民要望に応えられる財政基盤の確立へ一層の努力を重ねる

　アクションプランは順調に推移しており、このまま進行すれば、平成２１
年度末で計画の目標は達成される見通しである。しかし、東京一人勝ち論
が流され、東京への財政攻撃が強まるなど、国、都からの交付金等のさら
なる削減も予測される。
　平成２２年度以降の次期計画策定に向け、財源確保や歳出抑制等を進め、市
民ニーズに応えていくため引き続き財政基盤の強化に取り組むものとする。

（単位：千円）■平成２０年度各会計予算の状況

比較増減
平成１９年度平成２０年度

年　度

区　分 率額

１．５％３２３，０００２１，１６１，０００２１，４８４，０００一 般 会 計
△１４．６％△２，７１４，８８４１８，６０６，１８７１５，８９１，３０３特 別 会 計
３．９％３００，８４１７，７１０，８６７８，０１１，７０８国民健康保険

△８５．８％△４，１３４，７０７４，８２０，５０７６８５，８００老人保健医療
皆増１，２９９，０８００１，２９９，０８０後期高齢者医療
２．２％７７，０３６３，５３３，８４８３，６１０，８８４介 護 保 険
７．０％１３６，３７０１，９５０，１１３２，０８６，４８３公 共 下 水 道
３．６％２，３９６６５，６５２６８，０４８駐 車 場 事 業

△７５．４％△３９５，９００５２５，２００１２９，３００受託水道事業
△６．０％△２，３９１，８８４３９，７６７，１８７３７，３７５，３０３合　　　計

歳入合計
214億8,400万円

100％

市民税
68億1,242万9千円

31.7％

市民税
68億1,242万9千円

31.7％

市税
118億2,532万2千円

55.0％

市税
118億2,532万2千円

55.0％

市税以外
96億5,867万8千円

45.0％

市税以外
96億5,867万8千円

45.0％

固定資産税
37億2,687万9千円

17.3％

固定資産税
37億2,687万9千円

17.3％

都市計画税
9億206万円

4.2％

都市計画税
9億206万円

4.2％

その他の市税
3億8,395万4千円

1.8％

その他の市税
3億8,395万4千円

1.8％

都支出金
24億7,866万3千円

11.5％

都支出金
24億7,866万3千円

11.5％

市債
11億1,080万円
5.2％

市債
11億1,080万円
5.2％

地方交付税
10億8,500万円
5.1％

地方交付税
10億8,500万円
5.1％

その他の収入
30億1,297万8千円

14.0％

その他の収入
30億1,297万8千円

14.0％

国庫支出金
19億7,123万7千円
9.2％

国庫支出金
19億7,123万7千円
9.2％

歳出合計
214億8,400万円

100％

民生費
84億1,883万3千円

39.2％

民生費
84億1,883万3千円

39.2％

教育費
24億7,219万2千円

11.5％

教育費
24億7,219万2千円

11.5％

公債費
26億1,879万7千円

12.2％

公債費
26億1,879万7千円

12.2％

総務費
25億3,913万1千円

11.8％

総務費
25億3,913万1千円

11.8％

衛生費
21億7,855万2千円

10.1％

衛生費
21億7,855万2千円

10.1％

土木費
17億3,629万8千円

8.1％

土木費
17億3,629万8千円

8.1％

その他の支出
15億2,019万7千円

7.1％

その他の支出
15億2,019万7千円

7.1％

歳出合計
214億8,400万円

100％

人件費
51億4,171万8千円

23.9％

人件費
51億4,171万8千円

23.9％

扶助費
37億764万3千円

17.3％

扶助費
37億764万3千円

17.3％

物件費
33億8,073万8千円

15.7％

物件費
33億8,073万8千円

15.7％

補助費等
30億4,592万2千円

14.2％

補助費等
30億4,592万2千円

14.2％

公債費
26億1,764万2千円

12.2％

公債費
26億1,764万2千円

12.2％

繰出金
23億1,671万円

10.8％

繰出金
23億1,671万円

10.8％

普通建設事業費
10億8,271万8千円

5.0％

普通建設事業費
10億8,271万8千円

5.0％

その他の支出
1億9,090万9千円

0.9％

その他の支出
1億9,090万9千円

0.9％
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事　業　内　容増減額
平成１９年
度予算額

平成２０年
度予算額

事　 業　 名
（担当課）

市内の洋菓子・和菓子店に、狛江
にちなんだエピソードをネーミン
グや素材に生かした「新しいオリ
ジナルの逸品」を創作・提供して
いただき、スイーツ逸品コンテス
トを開催します。

１，９２３０１，９２３
こまえ元気わくわく
事業
（地域活性課） 新規

地域に密着した個性的な商店街を
目指すための基本方針となる商店
街振興プランを策定します。

２，３４９０２，３４９
商店街振興プラン策
定
（地域活性課） 新規

花火大会の開催に向けて、安全面
など課題を検討するため準備委員
会を設置します。

２８００２８０花火大会準備関係費
（地域活性課） 新規

（単位：千円）
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事　業　内　容増減額
平成１９年
度予算額

平成２０年
度予算額

事　 業　 名
（担当課）

庁舎の耐震診断結果等を踏まえ、
市民の安全を図るため耐震工事の
実施設計を行います。

６，８０５１０６，６２６１１３，４３１
庁舎維持管理費
（総務課）
（管財課）

「暮らしのガイド」を作成すると
ともに、狛江駅北口総合案内板を
更新します。

５，０５５１６，０８５２１，１４０広報関係費
（政策室） 拡充

市長の任期満了（平成２０年７月６
日）に伴い選挙を行います。２６，４６１０２６，４６１

市長選挙費
（選挙管理委員会事務局）
 新規

街頭消火器を計画的に設置してい
くとともに可搬消防ポンプ等の消
防施設備品の充実を図ります。

２，１６５９，８２９１１，９９４消防施設維持管理費
（安心安全課） 拡充

民生委員、児童委員の地域におけ
る活動に協力する人材を確保し、
その活動を支援します（都の制
度）。

４８３０４８３

民生委員、児童委員
協力員関係費
（福祉サービス支援室）
 新規

中国残留邦人に対し生活保護費以
外の給付を行います（国の制度）。１２，８１６０１２，８１６

中国残留邦人生活支
援事業
（生活支援課） 新規

生活保護における被保護者の自立
を促進するため、退院者等居宅生
活支援員、精神障がい者等退院促
進相談員を配置します。

６，８９４１３，０２３１９，９１７
生活保護費一般事務
費
（生活支援課） 拡充

妊婦健康診査の公費負担回数を拡
大するとともに、赤ちゃんの生ま
れた家庭を訪問し、指導を行う「こ
んにちは赤ちゃん事業」を実施し
ます。

１５，２５１３２，６６７４７，９１８母子保健事業関係費
（健康支援課） 拡充

麻しん・風しんの予防接種を中学
校１年生と高校３年生も対象者と
して拡大します。

１５，４４０６８，３１１８３，７５１定期予防接種
（健康支援課） 拡充

近年の農地、農家の減少等を踏ま
え、組織体制を見直し、選挙によ
る委員の定数を１１人から９人に改
めます。

△５３７６，３１５５，７７８
農業委員会関係費
（農業委員会事務局）
 見直し

利用者の安全を図るため既存の遊
具の点検および修繕を徹底すると
ともに、老朽化した遊具の撤去お
よび新設を行います。

６，２４０
７，８３０

１８，０４６
８２，２６２

２４，２８６
９０，０９２

児童遊園費
都市公園維持管理費
（環境管理課） 拡充

特色ある小学校の学校づくりに係
る予算を計上するとともに、中学
校も平成１９年度に引き続き、楽器
購入に係る予算を計上します。

２，５２３
△２，１０３

９６８
３，８３９

３，４９１
１，７３６

教育振興費 小学校
中学校

（学校教育課） 拡充

国の制度改正により、第２子以降
の優遇措置を講じる場合の同時就
園条件を「小学校２年生に兄・姉
を有する園児」から「小学校３年
生」に緩和します。

１，５６０４３，８６５４５，４２５幼稚園就園奨励費
（子育て支援課） 拡充

（単位：千円）
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事　業　内　容増減額
平成１９年
度予算額

平成２０年
度予算額

事　 業　 名
（担当課）

「音楽の街」をキーワードに、市
民とともに文化・芸術活動の醸成
を図るため、コンサート等の事業
の充実を図ります。

１，４８４９９４２，４７８
音楽の街―狛江推進
関係費
（地域活性課） 拡充

学校安全対策として、平成２０年度
は、校舎内や学校敷地内等を巡回
する学校安全巡回員の配置時間を
増やします。

９３５６，１６３７，０９８学校安全対策費
（学校教育課） 拡充

平成２０年度は、小学校５・６年生
の教科担任制の推進に向けて講師
の派遣日数を増やします。

１，４４８４，７５４６，２０２少人数授業講師派遣
（指導室） 拡充

小・中学校の英語指導におけるコ
ミュニケーション能力の充実を図
るため、平成２０年度は、小学校へ
の外国人英語指導員の派遣日数を
増やします。

１，５５０７，２７０８，８２０国際理解教育促進
（指導室） 拡充

学校評価の全校実施に向け、モデ
ル校において実践研究を行うとと
もに、評価システムの構築を図る
ための委員会を設置します。

４８３０４８３
学校教育評価システ
ム推進事業
（指導室） 新規

配膳室の改修工事や備品等の整備
および運営体制づくりを行い、９
月からランチボックス方式の給食
を実施します。

９２，０５０４，５８３９６，６３３
中学校給食費
（学校教育課）
（管財課） 拡充

これまでの子どもフリープレイを
文部科学省の放課後子どもプラン
として位置付けるため運営委員会
の設置やコーディネーターの配置
など充実を図ります。

６，６９９１３，２３７１９，９３６
放課後子ども教室推
進事業
（児童青少年課） 拡充

地域におけるスポーツ文化の確立
を目指す総合型地域スポーツクラ
ブの設立に向けて、準備委員会を
設置します。

９５６０９５６
総合型地域スポーツ
クラブ
（体育課） 新規

指定管理者制度への移行と平成２５
年度に開催される国民体育大会
（多摩国体）に備えて市民総合体
育館の改修工事を計画的に行って
いきます。

４１，１３２０４１，１３２

市民総合体育館大規
模改修
（体育課）
（管財課） 新規

市民総合体育館や市民プールなど
の体育施設の指定管理者への移行
に向けて、選定委員会を設置する
とともに備品整備を行います。

６，８２８０６，８２８
体育施設指定管理業
務費
（体育課） 新規

（単位：千円）
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※担当課名は、４月の組織改正後の名称となっています。
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事　業　内　容増減額
平成１９年
度予算額

平成２０年
度予算額

事　 業　 名
（担当課）

基本構想および基本計画の改定に
向けて、平成２０年度は、市民意識
調査を実施し、市民ニーズ等の把
握を行います。

５，１５３０５，１５３
基本構想・基本計画
策定関係費
（政策室） 新規

福祉バスを交通不便地域解消等、
市の総合的なコミュニティ交通と
して再構築します。

１４，４１１０１４，４１１
コミュニティバス関
係費
（都市整備課） 新規

歩行者の安全の確保と街並みの景
観の向上を図るため、平成２０年度
は、放置自転車の撤去回数を延べ
１２０回に増やします。

８６２２，７４４２２，８３０自転車整理関係費
（環境管理課） 拡充

円滑な交通環境を整備するため
に、小田急高架下七差路交差点の
改良工事を進めます。平成２０年度
は、用地測量を行います。

５，０４００５，０４０

調布都市計画道路
３・４・１６号線整備
費（七差路）
（都市整備課） 新規

（単位：千円）
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事　業　内　容増減額
平成１９年
度予算額

平成２０年
度予算額

事　 業　 名
（担当課）

福祉バスは１０月までの運行とし、
１１月からはコミュニティバスに移
行します。

△９，６７１２３，２１０１３，５３９福祉バス運行事業
（介護支援課） 見直し

障がい者地域自立生活支援センタ
ー事業や、障がい者就労支援事業
の人員配置を４人体制にします。

１０，１２９４，７６７１４，８９６

障がい者就労・生活
支援
（福祉サービス支援室）
 拡大

高齢者への虐待を防止するため、
ネットワーク会議を設置するとと
もに、見守りサポーター制度を創
設します。

△１，９６４３，３６０１，３９６
虐待防止ネットワー
ク事業
（介護支援課） 見直し

新たな見守りサポーター制度実施
に伴い、友愛訪問員制度は廃止し
ます。

△１６９１６９０友愛訪問員関係費
（介護支援課） 廃止

認知症高齢者グループホームの防
火安全対策向上を図るため、スプ
リンクラー等の防火設備整備に対
して補助を行います。

４，７０００４，７００

認知症高齢者グルー
プホーム防火対策支
援事業
（介護支援課）  新規

身近な地域で、高齢者の体力づく
りを推進するため、運動遊具を市
内公園に設置します。

５，６７００５，６７０
地域支援事業基盤整
備
（介護支援課） 新規

在宅介護支援センターは廃止し、
地域包括支援センターに移行（３
施設）します。

△３，２０９３，２０９０

基幹型在宅介護支援
センター・在宅介護
支援センター
（介護支援課） 廃止

母子家庭の自立促進を図るため、
主体的な能力開発への取り組み
や、資格を取得するための費用等
の一部を給付します。

２，８７２０２，８７２母子家庭自立支援
（子育て支援課） 新規

待機児対策として新たな認証保育
所の誘致を図ります。また、狛江
保育園で一時保育を開所します。

△１９，３９９５５０，１６７５３０，７６８保育所等児童運営費
（児童青少年課） 拡充

小学生クラブの定員枠拡大を図る
ため、岩戸児童センターを増築し
ます。

２４，８８５９４，８０５１１９，６９０

児童館指定管理業務
費
（児童青少年課）
（管財課） 拡充

特定健診の開始に伴う基本健康診
査の見直しとともに、各種がん検
診の受診者数を拡大して実施しま
す。

△８２，０７８１７５，７８６９３，７０８健康診査
（健康支援課） 見直し

在宅医療で使用された注射針が一
般廃棄物として捨てられることが
ないように、薬剤師会が行う回収
事業に対して補助します。

２５００２５０
使用済み注射針回収
事業補助
（健康支援課） 新規

飼い主のいない猫に関する問題を
地域の問題として考え、人と動物
の共生を目指し、不妊去勢手術な
どを市民協働事業として実施しま
す。

４６００４６０

「いのちにやさしい
街づくり」～地域ね
この活動（市民協働
事業）
（健康支援課） 新規

（単位：千円）
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事　業　内　容増減額
平成１９年
度予算額

平成２０年
度予算額

事　 業　 名
（担当課）

生活安全対策として、新たに防犯
パトロール未実施地区解消活動員
と防犯診断地区普及員を設けます。

３９９３，９０７４，３０６生活安全対策関係費
（安心安全課） 拡充

防犯協会の安心安全パトロール活
動に対する補助を拡充します。３００３８０６８０

調布地区防犯協会等
補助
（安心安全課） 拡充

木造住宅の耐震診断に加えて新た
に非木造住宅の耐震診断に対し、
１件５０万円を限度に助成を行いま
す。

１，０００１，０００２，０００住宅耐震診断助成
（都市整備課） 拡充

平成２０年度は、樹林地を購入し、
緑地の保存に努めます。樹林地購
入の財源の一部として住民参加型
市場公募債を発行します。

６１，５０１４２０６１，９２１緑化推進
（環境管理課） 拡充

交通安全施設の設置および維持管
理に加え、平成２０年度から歩行者
が一休みできるように歩道等に一
時休憩ベンチを設置していきま
す。

３０８１４，６４５１４，９５３交通安全施設整備費
（環境管理課） 拡充

学校給食の生ごみを堆肥化するた
め、老朽化した第一小学校の生ご
み処理機の更新を行います。

３，３３７１，８０８５，１４５生ごみ処理機関係費
（学校教育課） 拡充

（単位：千円）
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▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
前
８
時　

分
〜

３０

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
８
時
ま
で

２７

〔
会
場
〕
収
納
課

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　
　

歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
が
あ

７５
る
場
合
は　

歳
以
上
）
の
方
に
「
後

６５

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
を
３

月　

日
�
に
配
達
記
録
郵
便
で
発
送

１３
し
ま
し
た
。

　

不
在
の
場
合
は
不
在
票
が
郵
便
受

け
に
入
り
、
郵
便
局
で
１
週
間
程
度

保
管
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 　

３
月
末
日
で
国
民
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
が
切
れ
る
一
部
の　

歳
未

７５

満
の
方
に
、
４
月
１
日
�
か
ら
使
用

で
き
る
新
し
い
保
険
証
を
３
月
中
旬

に
書
留
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。

　

不
在
の
場
合
は
不
在
票
が
郵
便
受

け
に
入
り
、
郵
便
局
で
１
週
間
程
度

保
管
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
�
ま
で
に　

歳
７０

に
な
る
方
か
ら　

歳
ま
で
の
方
に
は
、

７４

３
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」
を
発
送
し
ま
し
た

一
部
の
方
に
新
し
い
国
民
健

康
保
険
証
等
を
発
送
し
ま
す

４
月
１
日
�
か
ら
７
月　

日
�
ま
で

３１

使
用
で
き
る
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」
を
３
月
下
旬
に
普
通
郵

便
で
発
送
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
�
か
ら
は
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
等
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
保
険
証
や

高
齢
受
給
者
証
は
、
名
前
な
ど
個
人

情
報
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
細
か
く

切
る
な
ど
し
て
処
分
す
る
か
、
保
険

年
金
課
へ
郵
送
等
で
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 
〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

日
�
午

２３

２４

後
１
時　

分
〜
３
時
（
受
付
時
間
は

３０

１
時
か
ら
）

〔
会
場
〕
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
西
野
川
・
東
野
川
・
岩
戸

南
・
岩
戸
北
の
地
域
に
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
方

〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
程
度

３０

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
内
容
〕
外
環
道
路
整
備
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
考
え
ら
れ
、
対

応
で
き
る
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課
、
国
土
交

通
省
外
環
調
査
事
務
所
�
０
１
２
０

（
３
４
）
１
４
９
１
、
東
京
都
都
市

整
備
局
街
路
計
画
課
�（
５
３
８
８
）

３
２
７
９

 　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速
な
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
制
度
の
安
定
を

東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
地

域
の
課
題
検
討
会

平
成　

年
度
国
民
年
金
保
険

２０

料
は
１
万
４
�４
１
０
円
で
す

　

平
日
の
開
庁
時
間
に
市
役
所
に
来

庁
で
き
な
い
方
の
た
め
、
毎
月
最
終

日
曜
日
に
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

３
・
４
月
は
繁
忙
期
の
た
め
、
臨

時
日
曜
窓
口
も
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
臨
時
開
設
日
〕
３
月　

日
�
・
４

２３

月
６
日
�

〔
通
常
開
設
日
〕
３
月　

日
�
・
４

３０

月　

日
�

２７
〔
時
間
〕
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

収
納
課
・
保
険
年
金
課

※
取
扱
業
務
、
必
要
書
類
な
ど
は
、

事
前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
の
組
織
改
正
に
伴
い
、

開
設
窓
口
等
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
４
月
１
日
号
で
ご
案
内

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

　

高
金
利
の
地
方
債
（
借
金
）
に
つ

い
て
、
公
債
費
（
返
済
）
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
、
補
償
金
を
免
除
し
て
繰
上

償
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
条
件
に
、
財
政
健
全
化
計
画

ま
た
は
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普

通
会
計
の
財
政
健
全
化
計
画
と
公
共

下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に

お
け
る
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

基
本
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら
平

１９

成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期

２３
間
と
し
た
も
の
で
す
。

●
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〔
期
間
〕
３
月　

日
�
〜　

日
�

２１

２７

▽
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
を
し
な
い

▽
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
を
さ
せ

な
い
、
車
を
貸
さ
な
い

▽
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い
、

す
す
め
な
い
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

●
春
の
交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２５

８
時
（
受
付
時
間
は
午
後
６
時　

分
３０

か
ら
）

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�
０

４
２
（
４
８
８
）
０
１
１
０

図
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１７

　

年
度
ま
で
の
間
、
年
度
ご
と
に
引

２９き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
３
１
０

２０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
１
万
４
�
４
１

０
円
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料

は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　　

日
本
の
自
営
業
者
が
、
日
本
に
住

所
を
有
し
た
ま
ま
カ
ナ
ダ
で
自
営
活

動
を
す
る
場
合
、
日
本
・
カ
ナ
ダ
両

方
の
年
金
制
度
に
二
重
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月

に
「
日
・
カ
ナ
ダ
社
会
保
障
協
定
」

が
発
効
し
た
こ
と
で
、
ど
ち
ら
か
一

方
の
国
の
制
度
に
の
み
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ

ッ
ク
州
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
対

象
外
で
す
）。

　

原
則
と
し
て
、
自
営
活
動
を
行
う

国
の
年
金
制
度
に
加
入
し
ま
す
が
、

一
時
的
に
（
５
年
以
内
と
見
込
ま
れ

る
場
合
）
協
定
相
手
国
で
自
営
活
動

を
す
る
場
合
は
、
届
け
出
に
よ
り
現

在
の
年
金
制
度
に
引
き
続
き
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
に
適
用
証
明
書

交
付
申
請
書
を
提
出
し
、
審
査
の
結

果
、
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、

適
用
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

相
手
国
の
実
施
機
関
に
適
用
証
明

書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
ま

た
は
相
手
国
の
年
金
制
度
に
加
入
し

日
本
と
カ
ナ
ダ
と
の
年
金
制

度
の
二
重
加
入
が
解
消
さ
れ

ま
す

て
い
な
い
理
由
を
尋
ね
ら
れ
た
場
合

に
は
、
適
用
証
明
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

社
会
保
障
協
定
に
関
す
る
概
要
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.sia.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　

国
民
年
金
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま

２０

６０

で
の
日
本
に
住
所
を
有
す
る
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、　

歳
に
お
い
て
老
齢
基

６０

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
加
入
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
方
や
、
未
納
期
間
、

未
加
入
期
間
が
あ
る
た
め
に
、
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
保
険
年
金
課
へ
申

し
出
た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の
前
月

６５

ま
で
の
間
、
国
民
年
金
に
任
意
で
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

の
生
ま
れ
の
方
は
、　

歳
到
達
月
の

７０

前
月
ま
で
の
間
で
、
年
金
を
受
け
ら

れ
る
加
入
期
間
を
満
た
す
ま
で
任
意

で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
６
時
か

２５

ら〔
会
場
〕
３
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

計
画
の
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

■財政健全化計画の目標

平成２３年度平成１８年度
４６７人（４３３人）５４１人（４８９人）職員数
１５．０％１７．８％実質公債費比率

１９０億４，９００万円２４２億８，８００万円地方債現在高

※（　）内は、普通会計における職員数

■公共下水道事業経営健全化計画の目標

平成２３年度平成１８年度
６人７人職員数

４５億６，９００万円４８億１，４００万円地方債現在高

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営

財
政
健
全
化
計
画
・
公
共
下
水
道
事
業
経
営

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
ををををををををををををををををををををを
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

以　下　は　広　告　枠　で　す
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■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
４
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１７母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
４
月
８
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
児
（　

月　

日
〜

１０

１０

１
月
９
日
生
ま
れ
）
※
通
知
対
象
は

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児
〔
持

１９

１２

ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・

髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
・
ピ
ン
な

ど〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
食
生
活
支
援
事
業

〔
日
時
〕
第
２
・
４
土
曜
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
２
時
〔
会
場
〕
む
べ
の
会

（
都
営
団
地
内
）〔
対
象
〕
市
内
在
住

の　

歳
以
上
の
方
（
介
護
保
険
認
定

６５
者
の
方
を
除
く
）〔
募
集
人
員
〕
若
干

名
〔
内
容
〕
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で
料
理
の

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
買
い
物
か
ら
食

事
作
り
・
片
付

け
を
行
い
、
日

常
生
活
で
偏
り

が
ち
な
食
生
活

を
見
直
し
ま
す

〔
参
加
費
〕
１

回
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
か
ら
高
齢
福
祉
課
へ
。

１７■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
育
と
離
乳
食
を
勉
強
し
ま
す
。
受

講
中
は
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
乳
児
の

飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
４
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
美
操
（
体
操
） 
〔
日
程
〕
９
日

�
〔
講
師
〕 
 
島 
和
佳
惠
さ
ん

し
ま

▽
笑
っ
て
長
生
き
ラ
イ
ブ
I
N
こ
ま

え
苑 　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕

１４

笑
顔
工
場
の
皆
さ
ん

▽
健
康
体
操
教
室
「
お
た
っ
し
ゃ
検

診　

と
は
」 
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講

２１

２３

師
〕
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

（
体
操
）

〔
時
間
〕
各
日
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
２０

※
教
室
開
催
中
の
水
分
は
、
各
自
で

準
備
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

 
■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子

さ
ん
の
身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時　

２６

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 　
 ぬで

以　下　は　広　告　枠　で　す

������������������������������������������������������������������
�
和
泉
児
童
館　
　
　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
い
ず
み
子
育
て
く
ら
ぶ
第
Ⅰ
期

（
４
月
〜
７
月
） 

〔
対
象
年
齢
・

曜
日
〕
▽
０
歳
児
隔
週
木
曜
日
▽

１
歳
児
隔
週
金
曜
日
▽
２
・
３
歳

児
隔
週
火
曜
日
〔
時
間
〕
午
前
中

　

分
程
度
〔
申
し
込
み
〕
３
月　

４０

１８

日
�
午
前　

時
か
ら
窓
口
へ
。

１０

■
サ
ッ
カ
ー
大
会　
〔
日
時
〕３
月

　

日
�
午
後
３
時
〜

１９５
時
〔
対
象
〕
小
学

生■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
紙
ね
ん
ど

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
作
り
」　

〔
日

時
〕
３
月　

日
�
午
後
３
時
〜
５

２８

時
〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼
児
保
護

者
同
伴
可
）

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
迷
宮
の
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
」 
〔
日
時
〕
３
月　

日
�

２４

午
後
２
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
乳
幼

児
（
保
護
者
同
伴
）・
小
学
生

■
タ
ス
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ

プ
〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
４

２６

時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
・
と
っ
と
こ

ク
ラ
ブ
〜
広
い
体
育
館
で
、
体
を

使
っ
て
親
子
で
遊
び
ま
し
ょ
う
〜

　
〔
日
時
〕
４
月
か
ら
（
月
曜
日
、

月
１
・
２
回
）
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

時　

分
〔
対
象
〕
よ
ち
よ
ち
ク

１１

３０

ラ
ブ
１
・
２
歳
、
と
っ
と
こ
ク
ラ

ブ
２
歳
以
上
〔
申
し
込
み
〕
３
月

　

日
�
か
ら

２４�
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放 
〔
日
時
〕
３
月　

日
２１

�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

〔
時
間
〕
正
午
〜
午
後
１
時

〔
会
場
等
〕
下
表
の
と
お
り

〔
対
象
〕　

歳
以
上
で
自
力
ま
た

６５

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
会
食

会
に
参
加
で
き
る
方

〔
参
加
費
〕
１
回
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
高

１７

２６

齢
福
祉
課
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�

曜　日募集人員会　場

第一火曜日若干名
あいとぴあ
センター

第二金曜日
１０人程度

若干名南部地域
センター

■会食会日程（４月から）

※申し込みは一人１会場まで

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
４
２（
５
２
１
）２
３
２
３

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　
 

http://w
w
w
.him
a

w
ari.m

etro.tokyo.jp/

HP

�

�
�

���
�
�
�
�
�

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日
・

１６

２０

２３

　

日
３０〔

受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�

�

�

�

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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２
月　

日
�
、「
え
ち
ご
か

２３

わ
ぐ
ち
雪
洞
火
ぼ
た
る
祭
」
を

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

正
午
か
ら
開
催
し
た
雪
上
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
雪
積
み

合
戦
は
、
今
年
初
め
て
企
画
さ

れ
た
催
し
で
、
５
人
一
組
、
制

限
時
間
１
時
間
で
ど
れ
だ
け
雪

を
高
く
積
み
上
げ
る
か
を
競
い

合
う
も
の
で
す
。
厳
正
な
る
抽

選
の
結
果
、　

組
の
チ
ー
ム
が

１５

参
加
し
ま
し
た
。

　

か
ま
く
ら
式
に
丸
く
積
み
上

げ
て
い
く
チ
ー
ム
、
四
角
の
雪

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
て
い

く
チ
ー
ム
、
細
長
く
積
み
上
げ

て
い
く
チ
ー
ム
と
手
法
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
、
会
場
内
は
大
き
な

声
援
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
チ
ー
ム
雪
か
き
道

場
の
５
メ
ー
ト
ル
で
、
狛
江
市

チ
ー
ム
は
特
別
賞
を
受
賞
し
、

３
・　

メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

４５

　

こ
の
後
、
町
内
の
雪
灯
り
や

１
５
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ

�������	
���
�	��
　

小
菅
村
は
、
昭
和　

年
か
ら

５７

多
摩
川
や
奥
多
摩
湖
の
水
質
保

全
の
た
め
下
水
道
整
備
に
着
手

し
、
昭
和　

年
に
多
摩
川
流
域

６３

エ
リ
ア
の
下
水
道
整
備
を
完
了

し
、
下
水
道
普
及
率
は
山
梨
県

内
で
一
番
早
く
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

小
菅
村
で
は
、
多
摩
川
下
流

の
皆
さ
ん
に
源
流
の
き
れ
い
な

水
を
お
届
け
し
た
く
、
い
ち
早

く
国
土
交
通
省
（
当
時
は
建
設

省
）
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
」
に

着
手
し
、
７
年
の
歳
月
を
か
け

て
下
水
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

多
摩
川
の
流
域
に
設
け
た
下

水
処
理
場
は
、

「
多
摩
・
清

流
苑
」
と
命

名
し
村
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

「
多
摩
・
清
流
苑
」
も
完
成

後　

年
が
経
過
し
、
計
器
や
施

１６
設
が
更
新
の
時
期
を
迎
え
、
さ

ら
に
良
い
環
境
で
の
下
水
の
処

理
を
行
う
た
め
、
処
理
場
の
更

新
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
で
２
年
目
で
す
が
、
来
年
度

で
完
成
と
な
り
ま
す
。

　

多
摩
川
の
源
流
域
で
も
水
質

を
考
え
、
大
変
な
費
用
を
投
資

し
き
れ
い
な
水
を
流
域
に
お
届

け
し
て
い
る
こ
と
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

源
流
か
ら
の
水
は
、
源
流
の

森
林
が
育
ん
だ
水
で
あ
り
、
下

水
道
整
備
や
森
林
を
守
っ
て
い

る
源
流
の
人
々
が
い
る
こ
と
も

知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
多
摩
川
の
水
を
通
じ
て
、

狛
江
市
と
小
菅
村
が
さ
ら
に
深

い
交
流
が
で
き
ま
す
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
源
流

振
興
課
�
０
４
２
８
（
８
７
）

０
１
１
１

����
����

������������ � ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	

����������	
��

多摩・清流苑
慣れない雪の扱いに奮
闘する狛江市チーム

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

 
■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
個

人
開
放
・
利
用
登
録
者
の
受
け
付
け

〔
対
象
〕
プ
ー
ル
利
用
に
支
障
の
な

い
心
身
障
が
い
者
（
児
）・
難
病
者

（
介
護
者
同
伴
の
利
用
可
）・
高
齢
者

（　

歳
以
上
）〔
利
用
日
等
〕
▽
高
齢

６５
者　

月
・
火
曜
日
午
前
（
４
月
〜
９

月
）
▽
障
が
い
者　

第
１
・
３
日
曜

日
午
前
ま
た
は
午
後
（
４
月
〜
平
成

　

年
３
月
）
▽
障
が
い
者
・
機
能
訓

２１練　

木
曜
日
午
前
（
４
月
〜
９
月
）

※
難
病
の
方
の
利
用
日
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
〔
使
用
料
〕
登
録
期

間
内
１
�
０
０
０
円
（
介
護
者
は
無

料
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
、
障
が
い
の
程
度
が

２１わ
か
る
手
帳
や
医
療
証
等
各
種
証
明

書
を
持
参
の
上
、
社
会
福
祉
課
へ
。

■
知
的
障
が
い
者
向
け
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
（
４
月
か
ら
）

〔
日
時
〕
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後
、

３
枠
（
１
枠　

分
）〔
会
場
〕
あ
い
と

４５

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
市
内
在
住

の
知
的
障
が
い
者
の
家
族
、
施
設
関

係
者
〔
内
容
〕
専
門
家
に
よ
る
相
談

〔
相
談
員
〕
安
達
由
喜
子
さ
ん
（
臨

床
心
理
士
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
サ
ポ

ー
ト
（
狛
江
市
障
害
者
地
域
自
立
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
�
（
５
４
３
８
）

３
５
３
３
、
�
（
３
４
３
０
）
９
７

７
９
へ
。

 
■
市
民
農
園
講
演
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

　

時　

分
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

１１

３０

〔
対
象
〕
市
民
農
園
利
用
者
※
利

用
者
以
外
の
方
も
参
加
可
（
先
着　
２０

人
）〔
内
容
〕
春
・
夏
野
菜
の
準
備

な
ど
〔
講
師
〕
小
林
五
郎
さ
ん
（
元

東
京
都
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
所
長
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１７

�
か
ら
産
業
生
活
課
へ
。

 
■
環
境
を
考
え
る
会
狛
江
市
実
行
委

員
会
会
員

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
方
※
対
象
外
の
方
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
〔
任
期
〕
４
月
か
ら
の
２
年
間

〔
内
容
〕
企
画
広
報
委
員
会
・
廃
油

を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
づ

く
り
・
家
庭
園
芸
・
野
川
と
多
摩
川

の
水
質
調
査
・
Ｎ
Ｏ
２
調
査
・
酸
性

雨
調
査
・
環
境
学
習
な
ど
興
味
の
あ

る
部
会
に
属
し
、
年
間
を
通
し
て
環

境
問
題
を
考
え
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
か
ら
環
境
改
善
課
へ
。

１７

■
第
４
期
「
野
川
流
域
連
絡
会
」
委

員〔
対
象
〕
野
川
流
域
に
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
、
年
２
回
程
度
の
全
体
会
議

お
よ
び
月
１
回
程
度
の
分
科
会
に
出

席
で
き
る
方
※
野
川
流
域
で
活
動
し

て
い
る
市
民
団
体
も
、
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
応
募
く
だ
さ
い
〔
任
期
〕

２
年
〔
内
容
〕
地
域
に
生
き
た
親
し

め
る
川
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
し
ま
す
※
結
果
は
５
月
上

旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
に
、
野
川
へ
の
思
い
や

１１意
見
等
「
応
募
動
機
に
つ
い
て
」
の

作
文
（
８
０
０
字
程
度
）・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
（
在
学
・
在

勤
の
方
は
そ
の
住
所
と
電
話
番
号
も

記
入
）
の
上
、
〒
１
８
３
�
０
０
０

６
府
中
市
緑
町
１
�　

�
１
東
京
都

２７

北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所
工
事
第
二

課
「
野
川
流
域
連
絡
会
」
事
務
局
�

０
４
２
（
３
３
０
）
１
８
４
５
へ
。

 
■
４
月
か
ら
狛
江
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
使
用
登
録
カ
ー
ド
は
更
新
が
必
要

と
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
狛
江
市
民
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
使
用
登
録
カ
ー
ド
（
こ
ま
え
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
）
の
有
効
期
間
が
交
付
の

日
か
ら
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
の
有

効
期
間
は
、
平
成　

年
３
月
末
日
ま

２３

で
で
す
。

　

登
録
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
（
平
日
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

■
多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
は
使

用
で
き
ま
せ
ん

　

多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
は
、

国
土
交
通
省
に
よ
る
ス
ロ
ー
プ
改
修

工
事
、
二
ヶ
領
宿
河
原
堰
護
床
災
害

復
旧
工
事
お
よ
び
工
事
に
伴
う
グ
ラ

ン
ド
整
備
の
た
め
、７
月　

日
�（
予

３１

定
）
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
開
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課

■
３
月
の
市
民
総
合
体
育
館
休
館
日

〔
日
程
〕　

日
�
※　

日
�
の
個
人

２１

２０

開
放
（
卓
球
）
は
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー            　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
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